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児童館七夕まつり

星に願いを

　７月２日、町児童館で母親クラブ（岡本　恵会長）の協

力を得て、ちょっと早めの七夕まつりが行われました。

　この日は、小雨降るなか、子どもたちが児童館玄関先に

用意された竹に、自分の思い思いの願いを書き込んだ短冊

をつるし、将来への夢と希望に胸を膨らましていました。

　天の川の東西にある織女星と牽牛星か年に一度出会うと

いうこの七夕に、子どもたちは、どんな願いを短冊に託し

たのでしょう。
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青少年を非行から守り社会を明るくする運動

●
年
齢
別
に
み
た
補
導
人
員
　
｀

　
県
内
で
補
導
さ
れ
た
子
ど
も
の
数
を

年
齢
別
で
み
る
と
、
次
に
挙
げ
る
グ
ラ

フ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
1
5
歳
が
４
４
１
人
と
最
も
多
く
、
次

い
で
1
6
歳
、
1
4
歳
と
い
う
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
み
て
も

回
し
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

２

家族の愛情で非行を防ぐ
　侈鋲概訃指逼与ヤツ今几八たう

補導人員の推移(刑法犯少年)

●
補
導
人
員
の
推
移

　
平
成
５
年
中
に
全
国
で
補
導
さ
れ
た

子
ど
も
こ
父
通
事
故
に
よ
る
業
務
上
過

失
致
死
傷
を
除
く
刑
法
犯
少
年
（
触
法

少
年
を
除
く
）
〕
は
、
前
年
と
比
べ
て

Ｏ
・
６
％
減
の
１
３
万
３
、
１
３
２
人
。

本
県
で
は
、
前
年
と
比
べ
て
３
・
２
％
減

っ
た
１
、
７
２
３
人
が
補
導
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
は
、
人
人
も
含
め
た
検
挙
人

員
の
5
0
％
に
当
た
り
ま
す
。

年齢別補導人員の推移

　　　　　　　　(全国)単位:(人)
区　分 登臨 縦組ﾂﾞ 陽射囲胆 鵬||]㈲W瀧艦
元　年 165､053 38,854 44.718 37､870 21,583 13j31 8,897

「
ぶ 年 154､j68 33,277 40､164 36,j03 21,931 13,663 9.030

３　年 149,663 30,390 36,728 34,502 22.283 15,363 10､397

４　年 133,882 26,081 31､266 29､798 20,685 15､415 10,637

隣成比鴻1
1閣.0 19,5 23.4 22,3 15.5 H.5 フ.9

５　年 133､132 26,182 31,620 2り､508 20,256 14.816 10､750

構白州ぃ 100.0 19.7 23.尽 22.2 15.2 ＩＬｊ 8.1

５年間の増減数
▲31､921 ▲12,672 ▲13､098 ▲8.362 ▲I,327 ▲|,685 ▲|,853

5年勁雅子や ▲19.3 ▲32.6 ▲29.3 ▲22.1 ▲6.1 ▲12.8 ▲20.8

▲印は減少を示す　　　　　　　　　　　　　〈資料〉警察庁

非
行
の
現
｡｡

状

白:と

傾
向

年齢別補導人員（刑法犯少年）

19歳　115

　(6.7％)



●
非
行
内
容
の
変
化

　
　
。
口
に
非
行
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
子
ど
も
の
起
こ

し
た
犯
罪
を
罪
種
別
に
み
て
み
ま
し
ょ

う
。
人
別
す
る
と
、
次
の
四
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
窃
盗
犯
（
侵
入
盗
、
万
引
き
、
オ
ー
ト

　
　
　
　
　
バ
イ
盗
、
自
転
胆
盗
な
言

・
凶
悪
犯
（
殺
人
、
強
盗
、
放
火
、
強
意

・
粗
暴
犯
（
凶
器
準
備
集
合
、
暴
行
。

　
　
　
　
　
傷
害
、
脅
迫
、
恐
喝
）

・
そ
の
他
（
放
置
自
転
車
を
無
断
で

犯罪罪種別細分表（平成５年・全国データ）

万　　　　引（28,132）

オートバイ盗（23,305）

∩転収盗（16,372）

●窃盗犯（85,627）べ

そのほか（10,4川

　
　
　
　
　
使
っ
た
り
す
る
占
有
離

　
　
　
　
　
脱
物
横
領
な
言

　
以
上
の
四
つ
を
、
さ
ら
に
細
分
化
し

て
み
た
も
の
が
次
に
挙
げ
る
表
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
数
字
（
人
）
は
、
平
成
５
年

中
の
全
国
の
デ
ー
タ
で
す
。
こ
の
中
で

特
徴
的
な
の
が
、
全
体
的
に
は
減
少
傾

向
に
あ
る
の
に
、
人
を
死
に
至
ら
し
め

る
犯
罪
の
う
ち
、
傷
害
致
死
が
倍
以
上

に
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
金

銭
や
品
物
を
狙
っ
た
強
盗
や
恐
喝
、
万

引
き
も
増
え
て
い
ま
す
。

凶器準備集合（244）

暴　　行（|,929）

傷　害（8,071）

うち傷害致死（127）　　単位：人

脅　迫（　71）　｡｡｡,II�|!　I
　　　　　　　　　j童瓢国籍|圖圖恐　　喝（4,674）　　麗麗|�!

寸
　
に
ノ
』

●凶悪犯∩､144）

●粗暴犯（14､989）

●そのほか（31､372）

　うち占有離脱物横領（27､181）

非
行
の

　
前
兆
と
防
止

　
一
般
に
、
非
行
に
は
原
因
（
背
言

が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
親

へ
の
反
発
で
あ
っ
た
り
、
社
会
（
学
校
）

や
家
庭
で
自
分
の
ス
タ
ン
ス
が
見
い
だ

せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
受

験
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
り
・
：
こ
れ
ら
が

何
か
で
解
消
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
解
消
で
き
ず
に
内
に
こ
も
っ
た
場

合
、
は
け
口
と
し
て
非
行
に
は
し
る
ケ

ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
子

ど
も
が
非
行
に
は
し
る
直
前
の
心
の
状

態
を
親
が
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
し
、
建

前
で
は
な
く
愛
情
を
も
っ
て
話
し
合

い
、
子
ど
も
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
非
行
の
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
よ

う
な
非
行
の
前
兆
と
も
い
え
る
生
活
態

度
の
変
化
に
も
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。
○
言
葉
遣
い
（
言
葉
が
乱
暴
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
な
ど
）

○
生
活
習
慣
（
帰
宅
時
間
の
遅
れ
な
言

○
服
装
や
持
ち
物
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ー
も

　
　
　
　
　
　
　
　
含
む
）

○
交
遊
関
係

　
一
方
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
ど
も
に
社
会

の
ル
ー
ル
を
敦
え
る
こ
と
や
、
何
で
も

話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
家
庭
の
中
に
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
家
族
　
　
○
栃
木
県
警
察
本
部
・
少
年
相
談
窓
口

の
愛
情
が
、
揺
れ
動
く
子
ど
も
の
心
を
　
　
　
　
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー

支
え
、
非
行
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
り
　
　
　
　
�
０
２
８
６
－
２
４
－
４
１
５
２

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
非
行
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
　
　
　
心
理
学
や
教
育
の
専
門
家
が
、
相
談

が
あ
る
と
き
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
健
全
な
環
境
づ
く
り
を
推
進

　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
開
く

　
町
で
は
、
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
　
　
公
人
の
４
大
が
青
少
年
健
全
育
成
主
張

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
　
　
を
発
表
し
、
そ
の
後
、
主
張
者
及
び
標

て
、
町
青
少
年
問
題
協
議
会
、
町
青
少
　
　
語
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
健
全
育
成
実
施
委
員
会
主
催
に
よ
る

青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
を
７

月
２
目
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開
催
し
、

母
親
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
鈴
水
陰
正
実
施
委
員
長
、

清
水
町
長
、
大
谷
栃
木
警
察
署
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
中
学
生
・
高
校
生
・
社

　
ま
た
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

相
川
浩
さ
ん
に
よ
る
「
親
と
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
か
特
別
講

演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
に
感
銘
を
与
え

ま
し
た
。

　
主
張
発
表

○
社
会
人
　
　
　
　
　
　
石
川
　
幸
弘

『
今
、
思
う
こ
と
』

○
壬
生
高
３
年
　
　
　
　
野
洋
　
絵
美

『
乳
児
院
訪
問
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
』

○
南
犬
飼
中
３
年
　
　
　
落
合
　
裕
也

『
日
常
の
と
な
り
の
体
験
か
ら
』

○
壬
生
中
３
年
　
　
　
　
上
野
　
敦
子

『
言
づ
け
る
』
と
い
う
こ
と
の
意
味
』

標
　
　
語

◇
最
優
秀

　
　
鈴
本
　
加
奈
（
壬
生
中
２
言

◇
優
　
秀

　
　
荒
井
　
孝
夫
（
謝
犬
飼
中
２
年
）

　
　
坂
本
　
聡
子
（
南
犬
飼
中
２
年
）

３



子どもたちの健やかな成長のために

児童養育家庭への助成制度を

ご利用ください
平成６年度　所得制限限度額表

　
2
1
世
紀
の
我
が
国
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
よ
う
に
、
養
育
家
庭
へ
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
児
童
手
当
、
遺
児
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
当
を
受
け
る
資
格

が
あ
っ
て
も
、
申
請
を
し
な
い
と
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
左

の
限
度
額
表
の
よ
う
に
、
所
得
に
よ
る

制
限
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
児
童
手
当
の
限
度
額

を
、
そ
の
他
の
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
特
例
給
付
の
限
度
額
を
参
考
に

W

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
５
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
５
年
分

の
所
得
額
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除

し
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
手
当
月
額

第
一
手
　
　
　
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

第
二
子
　
　
　
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

第
三
子
以
降
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
支
給
月

六
月
、
十
月
、
二
月

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
方
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
終

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
諜
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額

児
童
一
人
あ
た
り
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

　
支
給
月

六
月
、
九
月
、
十
二
月
、
三
月

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
（
１
８
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
五

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ

っ
て
全
額
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
当
月
額

児
童
一
人
　
　
　
　
三
九
、
三
八
〇
円

児
童
一
犬
　
　
　
　
四
四
、
三
八
〇
円

児
童
三
人
以
降
　
　
二
、
〇
〇
〇
円
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
一
三
、
〇
一
〇
円

　
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
支
給
月

四
月
、
八
月
、
十
二
月

W

’
　
＝
　
匹
‘
　
Ｅ
・

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た

は
身
体
に
障
害
（
一
級
・
二
級
）
の
あ

る
児
童
（
2
0
硫
未
満
）
を
養
育
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
り
）

一
級
該
当
　
　
　
　
四
七
、
ハ
○
○
円

二
級
該
当
　
　
　
　
三
一
、
八
六
〇
円

　
支
給
月

四
月
、
八
月
、
十
一
月

Ｏ
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
、

　
所
得
制
限
な
ど
く
わ
し
く
は
、
役
場

　
民
生
部
福
祉
課
完
全
福
祉
係

　
　
（
萱
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
１
土

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

４

Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
」

阿
一
回
闘
一

＝
　
亜
　
‘
　
　
兵



１
が
飯
影
配

で
4
5
名
の
方
々
に
委
嘱
（
任
期
３
年
）

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
壬
生
町
国
民
年
金
協
力
委
員

協
議
会
に
お
け
る
役
員
改
選
に
て
、
会

長
に
焼
鳥
完
治
氏
、
副
会
長
に
荒
川
三

郎
氏
・
粂
川
喜
永
氏
が
選
出
さ
れ
、
今

後
の
年
金
委
員
活
動
の
中
核
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
協
力
委
員
は
、
年
金
加

入
・
喪
失
等
の
手
続
き
や
保
険
料
納
付

促
進
な
ど
、
国
民
年
金
制
度
の
趣
旨
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
疑
問
や
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地
域

の
国
民
年
金
協
力
委
員
ま
た
は
、
役
場

民
生
部
住
民
課
年
金
保
（
�
8
2
－
１
２

３
４
内
線
１
１
９
）
ま
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
協
力
委
員
名
簿

（
敬
称
略
）

　　　’◆職　職町
　学年昭一　　　員で
　歴４卵殻種　をは

　は月44事　　　次　ヽ
　問１年務及　に平
　ぃ日４　　び　ょ成

　ドド採且
壬

　づドJil緋生

　　兵ヱ　杏　/4づ

　　た和　　貝　　・用

１　　　　　　　　　　　　　　る　　ｉ　ゝ

①八手言住
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　万万員続　wJ居　

員

　唐Jげき　箭要　-

　マ貝試　　ヤ件　

易

　配水験　　　　お
　布石案　　　　お　　　集

　し　ら　内　　　　　　む
　ずづげ　　　　詰

　乙申　　　　乙

　務込　　　　以
　諌言　　　　内

万謐　労試丿且受Ｖ受

い:　琵験ぐ贈付則寸

部先　日日　午ｶ、時日期

訟　　亘　　言j辻間jy間
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２　　　　　　　　前　　蚤

国典係は　すて齢立－ちるを　　　Ｊ
庫済険　｀国　゜矢化っ言が年迎国

負組材加民　か杜で代支金え民　　．
担合と人年　す会おとえをか年　ヽ＝
マかそ老金　ヽ，マり営る　ヽ肘金お

まらののの　言の　｀代　｀現代制す希
かの運皆支　　　老今のい役の度　４
な拠用さ払　回後後肋和マ人はみ・
和出収んい　　でｏまけゆ働た　ぺでｊ
れ全人がに　　き所す合るくち牛
て　｀　｀納必　な得まい世世に金す
お国厚め要　い侵す･一代代支受
りか生てな　制障道で問の払給か
｀ら年い財　度とむ成扶人和年

年の金る源　でし高り善たれ齢

栃民　　　国　けは加こは金　立みｊ
木年年　　　｀　出　｀人と除・20っな－

県合金　　民　をすのにく共歳てらび

国協事　　ノ　おぐ手な一済以おず力
民力業　　年　願に続９は組上り社フ
年委推　　金　い役笞て　｀合60ま会に

金員道玄刀｀　し場　お国加歳す奈
委託に狛協　ま民ｏり民人未　・体月

員グ携介力す生す１年老満　のノ

がにね　　　　　゜部んす金やの　福び
４県る　し委　　住でのに牛方　祉当

月知壬　まE==，　民いで加奈．-、　向ｊ
１事生　　貝　　諜な　ヽ人受厚　　上弓

目か町すを　　にい　ます給生　　に糸゛
付ら国　　　　　届方だる若年　役び

　　ご３民のな　及侵入　躍後郎予
　　相４生国い国に道・国さの氏ａ
　　談内部民こ民努な喪民江年・回
　　く線住年と年めど失年る金粂斥
　　だ１民金が金て　｀等ムこ委川ﾂi
　　さ１課協為にい国の訟と員喜む

　　い９年力りつま民子゛に活水JJ
　　　O　ヽヽ-ﾉ　金委まいす年続]なな勤氏

　　　ま係員して　゜金き酋りのが岳
　　　で＿、また疑　制や貝ま中選回
　　　　｀�たら問　度侵はし核出套

　　　お82は　｀や　　の険　｀たと　さに
　　　気　｜　｀毎分　　題材年　・し江肴

　　　軽１校地か　　旨納金　　て　｀JI
　　　に２場銭ら　普付加　活今三
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同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
強
調
月
間
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Ｉ
く
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ク
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Ｎ
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ｈ
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差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

　
憲
法
第
1
4
条
は
「
す
べ
て
の
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信

条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に

よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、
又
は
社
会

的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」

と
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
を
と
り
ま

く
社
会
に
お
い
で
は
、
今
日
で
さ
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
あ
り
、
な
か
で
も

被
差
別
部
落
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
同
和

問
題
は
、
非
常
に
深
刻
な
社
会
問
題
と

し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
同
和
問
題
の
早
期
解
決

を
目
指
し
、
県
、
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん

各
種
民
間
団
体
で
構
成
し
て
い
る
栃
木

高
橋
氏
が
人
権
擁
護
委
員
に

高橋弘行氏

　
中
央
町
の
高
橋
弘
行
氏
が
、
６
月
１

日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち
の

回
り
に
起
き
て
い
る
家
庭
内
・
隣
近
所

の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
間
関
係
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
本
町
に
は
現
在
、
新
し
く
人
権
擁
護

委
員
に
な
ら
れ
た
高
橋
氏
の
ほ
か
、
５

名
の
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手
続

き
も
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
の
内

容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員

W

県
同
和
対
策
推
進
県
民
会
議
で
は
、
８

月
１
口
か
ら
３
１
口
ま
で
の
１
か
月
間
を

「
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
強
調
月
間
」

と
定
め
、
さ
ら
に
１
２
月
４
口
か
ら
1
0
口

ま
で
の
『
人
権
週
間
』
を
「
同
和
対
策

推
進
県
民
運
動
強
調
週
間
」
と
し
て
、

集
中
的
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

同
和
対
策
推
進
県
民
運
動

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
案
募
集

　
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
基
本
的
　
　
◇
締
切
日
　
９
月
3
0
日
必
着

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
高
め
、
同
和
　
　
◇
応
募
及
び
問
合
せ
先

問
題
の
早
期
解
決
を
因
り
、
差
別
の
な

い
社
会
、
さ
ら
に
は
2
1
世
紀
に
向
け
希

望
と
活
気
に
み
ち
た
新
し
い
社
会
－
と

ち
ぎ
新
時
代
－
を
築
く
こ
と
を
目
標

に
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
因
果
を
募
集
し
ま

す
。
◇
募
集
の
ね
ら
い

　
　
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
め
ざ
し

　
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
案
で
あ
る
こ

◇
応
募
資
格

　
　
県
内
に
居
住
す
る
中
学
生
以
上
の

　
県
民
の
方
。

◇
応
募
規
定

①
犬
き
さ
は
原
則
と
し
て
Ｂ
３
判
。

平
石
四
Ｘ
Ｅ
・
屈
謳
、
高
校
一
般
の
部

は
Ｂ
２
判
工
7
3
Ｘ
Ｅ
石
で
も
可
能
）

②
図
案
に
使
う
標
語
は
、
左
記
の
中
か

ら
選
ぶ
か
、
創
作
す
る
こ
と
。

③
自
作
、
創
作
で
未
発
表
の
作
品
。

①
作
品
は
、
裏
面
に
氏
名
よ
り
か
言

年
齢
、
職
業
（
中
学
生
、
高
校
生
は
学

校
、
学
年
）
現
住
所
を
明
記
。

一
Ｔ
3
2
0
宇
都
宮
市
橋
田
１
－
１
－
2
0

栃
水
県
県
民
生
活
都
同
和
対
策
諜

（
�
０
２
８
６
－
2
3
－
３
０
２
６
）

◇
標
　
語

・
見
す
ご
す
な
許
す
な
身
近
に
あ
る
差

　
別

・
知
ら
ぬ
ま
に
し
て
は
い
な
い
か
小
さ

-f゛

　
な
差
別

・
思
い
や
る
心
が
差
別
を
な
く
す
か
ぎ

・
い
わ
れ
な
き
差
別
す
る
ま
い
さ
せ
る

　
ま
い

・
差
別
な
き
郷
土
づ
く
り
は
み
ん
な
が

　
主
役

・
平
等
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
か
ら

・
認
め
合
う
心
が
結
ぶ
住
み
よ
い
社
会

６



フ

枕
カ
バ
ー
を
製
作
す
る

　
ク
ラ
ブ
員
の
み
な
さ
ん

親ｸﾗﾌﾞ会員を募集します
　～子育てについて語り合ったり

　　　正月飾りなど手作り製作を楽しみませんか～

　　『母親クラブ』をご存知ですか？

　児斎館で行われる行事への協力やお母さん方の親睦を

図るために、次のような目的で活動しているボランティ

ア団体です。

　　＊児童の事故防止のための奉仕活動

　　＊家庭養育に問する研修活動

　　＊会員相互の親睦を図るための事業

　　◇年会費　　1､000円

　魅力ある企画や楽しいつどいに、一緒に活勤したいと

思う方は、下記へご連絡ください。

○申込み・問合せ先

　・壬生町児童館�８２－７３８８

　・壬生町母親クラブ会長

　　　岡本　恵�８２－０９８３

☆今年度の主な行事予定

　８月‥‥夏祭り(おみこしを担ぎ､お祭り気分を味わう)

　12月‥‥･餅つき(杵でつくお餅ってどんな斜？)

　１月…･節分会(豆をまいて鬼を退治し、お宝をまく)

　３月‥‥児童館祭り汗ども達といっしょに手づくり制帽

　
栃
木
保
健
所
・
町
主
催
に
よ
る
第
１

㈲
痴
呆
性
老
人
介
護
者
の
つ
ど
い
が
６

月
2
3
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
痴
呆
の
お
年
寄
り
を
抱
え

る
介
護
者
や
家
族
が
、
日
ご
ろ
の
悩
み

や
不
安
な
ど
を
語
り
合
い
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
に
聞
か
れ
た
も
の
で
、
こ
の

日
は
、
介
護
者
、
介
護
経
験
者
、
県
・

町
関
係
者
な
ど
1
5
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
　
つ
ど
い
で
は
、
痴
呆
老
人
と
の
生
活

の
中
で
、
排
泄
、
食
事
、
徘
徊
、
大
声

で
騒
ぐ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、
介

護
者
の
接
す
る
気
持
ち
が
お
年
寄
り
に

直
接
敏
感
に
伝
わ
る
の
で
、
快
い
気
持

ち
で
対
応
す
る
こ
と
、
ま
た
、
介
護
す

る
こ
と
を
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
家
族
や
仲

間
で
分
け
あ
お
う
と
経
験
者
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
、
参
加
者
一
同
気
持
ち
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
も
介
護
者
間
の
交

流
を
図
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
つ
ど
い

を
間
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

悩
み
や
相
談
は
、
役
場
民
生
部
保
健
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
発
な
意
見
交
換
が

　
さ
れ
た
つ
ど
い
の
よ
う
す

主食・主菜・副菜を組み合わせて

　栄養のバランスをとるための方法として、１日３０種類の食

品を食べるようにするとともに、毎食、主食・主葉・副葉をう

まく組み合わせてみましょう。

　頭の中で、盛り付け皿（食器）をイメージして、主食・生葉・

副葉となる料理を考えていきます。すると、必然的に食事のス

タイルが整えられて栄養のバランスがとりやすいのです。

痴
呆
性
老
人
介
護
者
の
つ
ど
い
開
く

Ａり.コ

主　食‥‥‥米・パン・麺などの穀類で主に糖質の給源。

　　　　　　　(おかずばかり食べて、ご飯を食べないような食事をする人もいま

　　　　　　　すが、栄養素のバランスをとるうえでは望ましいことではありま

　　　　　　　せん)

主　菜‥‥‥魚・肉・卵・大豆などが材料になり主に蛋白質や脂肪の給源。

　　　　　　　(毎食どれか１品は必ずとるようにしましょう)

副　菜…‥･野菜・海草などが材料となり主にビタミン・ミネラルの給源。

　　　　　　　(ダイエットしている人にも量的にボリュームをだしやすい料理が

　　　　　　　多いのです)

　献立をたてるときは、主食・主薬・副業となる料理を食卓に絵を描くつもりで

組み合わせバランスの良い食事となるようにしましょう。
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ＳＴＯＰ
　゛゛｀'･　　考えてみませんか／
ＡＩＤＳ　お子さんの性教育エイズ教育を

第３回推進委員会回く

エイズの症状は

　　こんなものです

　５月27日に推進委員会が聞かれました。

　推進委員会は、地域指定のエイズ教育（性教育）を

どのように進めたらよいかを協議・指導する組織で、

年に２同程度開かれています。

　会長の榎本教育長をはじめ、校長、ＰＴＡ、学校医

の代表者や自治会代表者、学識経験者などの18名の

方々で構成されています。

　今回は［平成６年度の研究の進め方について］が、

大きな協議の議題でした。

　研究を担当する専門部員（小・中・高校の教員）よ

り提案がされ、委員会で協議した結果、本年度の研究

の方向が次のように決まりました。

○　無学校では、エイズ教育と性教育の授業を計画的

　に進めること。その時は、小学校、中学校、高等学

　校の児童生徒の考え方などを十分にとらえ、無理の

　ない内容を扱うこと。

Ｏ　ＰＴＡや地域の人たちにも、エイズ教育や性教育

　を理解していただけるよう、無紋で授業参観を計画

　したり、広報紙を発行すること。

○　エイズ教育などに積極的に取り組んでいる、他の

　地域や学校の研究内容を十分とりいれること。

○　昨年12月に実施したアンケートの活用法を今後も

　研究すること。

エイズ

①　Ｈ工Ｖに感染しても、はじめ症状がほとんど現れ

　ません。しかレなかには急性の症状（発熱、リン

　パの腫れ、のどの痛み、筋肉痛、関節痛、発疹など、

　かぜをひいたときと同じような諸症状）が現れる人

　もいます。

　　感染しても数年間はなんら症状のない期間が続き

　ます。この時期は症状が感じられないものですから、

　本人が感染を知ら尹既行為を重ね、相手に感染させ

　る危険性が非常にあります。

②　数年にわたる長い無症状の時期がすぎると、感染

　者のうち数十％の人に、リンパ腺が腫れてきて、１

　か月以上も続く発熱、持皆既の下痢、全身のだるさ、

　体重の減少、寝汗などの症状がでてくるようになり

　ます。

　　　　　｡__｡_｡　　　　　　　｡___

壬生中学校でエイズ教育研修会を行う

　エイズ教育を進めるためには「まず、教師がエイズ

を十分に理解することが必要」との考えから、松本幸

三先生を講師に招き研修会を聞きました。

　松本先生は、壬生中学校の教職員や無紋の専門部員

約60名を前にエイズの専門的な内容について講話され、

教師が同一歩調で指導すること、家庭では、子どもと

エイズについて積極的に話し合うことが大切であると

強調されました。

　先生は、次の町内小・中学校で聞かれている家庭教

育学級でも、講話をされる予定です。

一膝　小学校　　９月５日（月）１３ ：

・安塚小学校　　９月６日（火）１３

・藤井小学校　　10月３日（月）１３

・壬生中学校

・稲葉小学校

ミニ知識
　その５

I1月28日（月）１３ ：

１１月30日（火）１４ ：

３

３

３

３

１

０

０

０

０

０

~

~

~

~

監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　松　本　　幸　三

　　全身が徐々に消耗し、エイズの発病が近いことが

　感じられるようになります。

③　さらに症状が進行して、エイズになりますと、日

　和見感染症、カポジ肉腫、神経障害等の重い症状が

　現れます。

※エイズの主な合併症

　(1)日和見(ひよりみ)感染症

　　・カリニ肺炎‥‥原虫の感染によっておこる肺炎

　　・カンジダ症‥‥主に口腔、食道、呼吸器などに

　　　　　　　　　　カビの感染でおこる

　(2)カポジ肉腫：血管のがんの一種
(3)脳神経症状：脳症、脊髄炎、痴呆、

　　　　　　　など

　　　･■㎜㎜■･　　　　　　　　　　　　　■･■㎜㎜■■■･

末梢神経障害
－
－
－
－
－
－
－
！
ノ
゛

／

　
　
　
　
　
　
／

８



」
ど
も
自
転
車

大
会

壬
生
小
チ
ー
ム
が
団
体
優
勝

　
第
2
3
回
壬
生
町
交
通
安
全
こ
ど
も
自

転
車
競
技
大
会
が
６
月
８
日
、
町
総
合

運
動
場
で
行
わ
れ
、
町
内
８
小
学
校
か

ら
８
チ
ー
ム
3
2
選
手
（
４
人
で
Ｉ
チ
ー

右
が
出
場
し
、
安
全
運
転
技
術
を
競

い
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
学
科
試
験
と
実
技
の
総
合

得
点
で
争
わ
れ
、
審
査
員
の
厳
し
い
チ

エ
ッ
ク
の
な
か
選
手
た
ち
は
、
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い

会
（
阿
久
津
さ
ん
）
、
松
原
老
人
ク

ラ
ブ
（
鈴
木
さ
ん
）
、
藤
井
万
年
青

会
（
荒
川
さ
ん
）
の
み
な
さ
ん

ま
し
た
。成

　
績

◇
団
体
の
部

優
　
勝
　
壬
生
小
学
校

章
優
勝
　
羽
生
田
小
学
校

三
　
位
　
藤
井
小
学
校

◇
個
人
の
部

優
　
勝
　
小
花
朝
臣
（
壬
生
小
学
校
）

準
優
勝
　
佐
藤
陽
子
（
壬
生
小
学
校
）

三
　
位
　
高
木
香
紺
屋
（
稲
葉
小
学
校
）

四
　
位
　
木
野
内
公
美
子
（
屋
宗
谷
）

五
　
位
　
臼
井
洋
人
（
壬
生
北
小
学
校
）

六
　
位
　
木
野
内
史
朗
（
羽
生
田
小
学
校
）

　
ま
た
、
６
月
2
3
日
に
岩
舟
小
学
校

で
行
わ
れ
た
栃
木
地
区
犬
合
（
壬
生
町
、

栃
木
市
、
都
賀
町
、
大
平
町
、
岩
舟
町
）

に
出
場
し
た
壬
生
小
チ
ー
ム
と
羽
生
田

小
チ
ー
ム
の
健
闘
は
め
ざ
ま
し
く
、
町

大
会
と
同
じ
く
壬
生
小
学
校
チ
ー
ム
が

優
勝
、
羽
生
田
小
学
校
チ
ー
ム
が
準
優

勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
勝
し
た
壬
生
小
学
校
チ
ー

ム
は
、
県
大
会
（
７
月
一
Ｄ
日
、
県
体
育

館
で
開
催
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

道
路
愛
護
作
業
で
表
彰
さ
れ
る

　
栃
木
県
並
び
に
栃
木
県
道
路
愛
護
道

合
会
の
道
路
愛
護
功
労
者
表
形
式
が
６

月
2
1
日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、
壬
生
町
道
路

玄
談
会
の
松
原
老
人
ク
ラ
ブ
（
鈴
水
平

治
会
長
）
及
び
下
回
折
寿
会
（
渡
辺
敏

夫
会
長
）
、
藤
井
万
年
青
会
（
荒
川
政

雄
会
長
）
の
３
団
体
に
栃
木
県
道
路
愛

護
連
合
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
３
団
体
と
も
に
多
年
に
わ

松
原
老
人
ク
ラ
ブ

下
町
松
寿
会

藤
井
万
年
青
年
会

　
た
り
、
地
域
内
の
国
、
県
、
町
道
を
定

　
期
的
な
空
き
缶
拾
い
や
清
掃
を
実
施
す

　
る
ほ
か
、
側
道
の
花
壇
に
草
花
を
植
え

　
道
路
の
美
化
を
図
る
な
ど
の
功
績
が
認

　
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
に
な
っ
た
も
の

　
で
す
。

　
　
な
お
、
３
団
体
は
、
昨
年
行
わ
れ
た

　
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル
・
花
い
っ

　
ぱ
い
部
門
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
さ

　
れ
て
い
ま
す
。

優
勝
の
壬
生
小
チ
ー
ム
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ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に

　
　
　
　
　
大
喜
び
の
園
児
た
ち

アスレチックに大喜び
準
優
勝
の
羽
生
田
小
チ
ー
ム

　　　　　　やすづか保育園保護者会が

　　　　　　　　　　　　　　　プレゼント

　やすづか保育園の庭にりっぱなアスレチックが、この

ほど完成し園兄たちは大喜びです。

　これは、開園保護者会（粂川正信会長）のみなさんが、

４月から上、日曜日を利用し、手作りで作り上げたもの

で、園兄たちの健康管理や運動に役立てて欲しいとプレ

ゼントしたものです。

９



　
喜
七
さ
ん
と
ミ
ツ
さ
ん
は
お
二
人
と

も
学
校
の
公
社
さ
ん
を
し
て
い
た
と
い

う
経
歴
を
お
持
ち
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

W

　
喜
七
さ
ん
は
大
正
1
2
年
に
東
京
へ
働

き
に
行
き
ま
し
た
が
、
関
東
大
震
災
の

た
め
、
い
っ
た
ん
実
家
に
戻
り
ま
し
た
。

密達者

　カッフル

鋤稲葉下馬木
鯉沼　喜七さん（８

　　　ミツさん（８卜妻

青

春

ス

ケ

　ツ

チ
⑩

　　花屋さんを経営してみたい

　　　　　　六美町北部　鈴木　智美さん

　［見た目はおとなしそうだけど、話すと陽気で

明るい人だって、よく友達から言われますね］と

話す智美さん。彼女は信用金庫で窓口業務を担当

しています。

　趣味はカラオケ、テニス、旅行など。カラオケ

はお友達と３時間ぐらい歌うこともあるそうで

す。　「資格をとって花屋さんを経営してみたい

ですね」と彼女は将来の夢を話してくれました。
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羽生田小学校4年

　　　　清水　あゆみ

「グアナコ」ってなあに？

羽生田小学校２年

　　　　加藤　正朗

覗
◎
⑩
岳



(活発な意見が相次いだ学習会)

町長を囲み

　　　学習会開く

　自然と郷土を愛する人たちの集まりであるつれづ

れ会（犬山正夫会長）では６月８日、神通町公民館

において、清水町長を招き「21世紀に向けての壬生

町像について」と題しか学習合を開きました。

　この日は、会として１回目の学習会で、町長から

町の未来像について説明を受けた後、出席した会員

から質問が相次ぎ、町の将来について活発な意見交

換がなされました。

　なお、７月25日に同じく神通町公民館において老

人福祉について、２回目の学習合が行われる予定で

す。

ふれお
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

そ
し
て
翌
年
に
再
び
東
京
へ
行
き
、
髪

か
ざ
り
な
ど
の
装
飾
品
を
作
る
仕
事
を

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
８
年
に

親
戚
で
あ
る
ミ
ツ
さ
ん
と
結
婚
し
、
東

京
で
一
緒
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
2
0
年
の
空
襲
で
家
が

焼
け
て
し
ま
い
、
実
家
仁
尻
っ
て
、
稲

葉
中
学
校
（
現
在
は
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ

い
広
場
に
な
っ
て
い
ま
す
）
の
公
社
さ

ん
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
2
5
年
ご
ろ
に
結
核
に
か
か
っ
て
し

ま
い
、
代
理
と
し
て
ミ
ツ
さ
ん
が
公
代

さ
ん
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ミ
ツ
さ
ん
は
昭
和
一
心
一
年

ご
ろ
ま
で
こ
の
仕
事
を
続
け
ま
し
た
。

喜
七
さ
ん
は
昭
和
4
2
年
に
結
核
か
ら
回

復
し
、
昭
和
5
2
年
ま
で
お
も
ち
ゃ
工
場

で
働
き
ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
好
き

で
、
過
に
２
回
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い

広
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
お

り
、
過
去
に
町
や
農
協
の
大
会
で
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
喜

七
さ
ん
は
楠
本
が
好
き
で
、
サ
ッ
キ
を

1
5
年
ほ
ど
前
か
ら
育
て
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ミ
ッ
さ
ん
は
読
書
が
好
き
で
小

説
を
よ
く
読
む
そ
う
で
す
。
ミ
ッ
さ
ん

は
目
が
よ
く
て
、
老
眼
鏡
が
な
く
て
も

読
書
な
ど
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
　
お

二
人
と
も
旅
行
が
好
き
で
、
家
族
や
お

友
達
と
年
に
４
回
は
温
泉
旅
行
な
ど
に

で
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

チピッ子アルバム

たかゆき昂志ら匹

　　(父)神尾

　　(母)

(１歳・長男)

勝　美さん

真由美さん

れな
玲菜ちゃん（３歳・長女）

(落　合)

お母さんから一言

　勇気を持って何事にもチャレンジしてほしい。
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あずさ
ｷ辛ちゃん（２歳・長女）

　　（父）斎藤　昌章さん

　　（母）　　　貞子さん（駅　束）

　お母さんから一言

　　心も体も健康な子に育ってほしい



幸
四
長
幸
会
チ
ー
ム
が
優
勝

町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高
水

辰
雄
会
長
∵
王
催
の
第
５
回
町
長
棒
争

奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６
月
1
0
日
、

優
勝
の
幸
四
長
幸
会
チ
ー
ム

町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
町
内
3
8
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
第
５
回
を
記
念
し
て
清
水

町
長
、
大
山
議
長
に
協
会
よ
り
花
束
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
、
８
コ
ー
ト
に
分

か
れ
、
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が
３
試
合
行

う
、
五
角
変
則
リ
ー
グ
戦
で
争
わ
れ
た

結
果
、
幸
四
長
幸
会
チ
ー
ム
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

□
門
圖
□

優
　
勝
　
幸
四
長
幸
会

準
優
勝
　
六
　
美

三
　
位
　
本
郷
Ａ

　
　
　
　
落
　
合

4
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

　
　
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
行
う

　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
梁
高
　
　
　
成
績
（
ブ
ロ
ッ
ク
漫
吟

定
論
会
長
）
主
催
の
第
1
5
回
老
人
ク
ラ
　
　
ー
ブ
ロ
ッ
ク
　
上
田
長
寿
会
チ
ー
ム

ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６
月
３
日
、

町
総
合
運
動
場
に
町
内
4
2
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
を
か
け
て
、
盲
］
夏
を
思
わ

せ
る
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
元
気
い
っ
ぱ

い
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

２
ブ
ロ
ッ
ク
　
み
ど
り
の
会
チ
ー
ム

３
ブ
ロ
ッ
ク

４
ブ
ロ
ッ
ク

５
ブ
ロ
ッ
ク

６
ブ
ロ
ッ
ク

７
ブ
ロ
ッ
ク

下
町
根
方
会
チ
ー
ム

泉
下
合
6
0
会
チ
ー
ム

七
大
詰
一
老
人
ク
ラ
マ
す
ム

本
郷
Ａ
チ
ー
ム

万
年
青
会
チ
ー
ム
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優
勝
の
和
浩
君
（
右
）

　
　
　
　
　
と
智
昭
君

（
左
）

大
淵
智
昭
君
示
学
生
）

大
淵
和
浩
君
（
中
学
生

　
第
８
回
町
民
柔
道
大
会
が
６
月
2
6

日
、
町
総
合
運
勤
場
武
道
館
で
開
か
れ
、

小
学
生
の
部
と
中
学
生
の
部
に
分
か
れ

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
大
淵
　
智
昭
（
東
　
小
）

単
複
啓

三
　
位

兄
弟
で
優
勝

渡
辺
　
悛
徳
（
壬
生
小
）

小
田
垣
太
志
（
壬
生
小
）

佐
藤
　
謙
司
晏
塚
小
）

◇
中
学
生
の
部

優
　
勝
　
大
淵
　
和
浩
（
壬
生
中
）

準
優
勝
　
小
旧
址
替
紋
（
壬
生
中
）

吉岡さん（男子）　･iJ

藤平さん（女子）が優勝

　第５回町民ゴルフ犬合が６月３日、星の

宮カントリー倶楽部で開かれ、町内のゴル

フ愛好家126人が参加しました。
W

匠阻雁¬
ﾈｯﾄｸﾞﾛｽ
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68.2(97)

68.6(95)

68.8(76)

68.8(100:

69.2(98)

69.4(91)

70.6(97)

70.6(85)

71.0(95)｜

67.0(10J

70.8(90)

71.0(83)

72

75

75

76

77

83

90

92

　　【男子の部】

　　優　勝　吉岡　正人

　　準優勝　佐藤　　茂

　　３　位　斎藤　音二

　　４　位　高橋　正義

　　５　位　佐藤　栄一

　　６　位　阿久津武夫

　　７　位　大久保俊男

　　８　位　鈴木　武彦

　　９　位　毛塚　和夫

　　10　位　海老沼　誠

－【女子の部】

　　優　勝　藤平　冊子

　　準優勝　天野　優子

　　３　位　安楽　敬子

　　【男子グロスの部】

　　優　勝　柏崎　一之

　　準優勝　松本　広志

　　３　位　鈴木　拓男

　　４　位　高橋　正義

　　５　位　吉岡　正人

　　【女子グロスの部】

　　優　勝　安楽　敬子

　　準優勝　天野　優子

　　３　位　鈴木　啓子



道
路
美
化
に
汗
を
流
す
本
郷
七
福
会

き
れ
い
に
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

W゛

　
道
路
を
花
で
飾
り
、
通
行
者
や
ド
ラ

イ
バ
ー
に
心
和
ん
で
も
ら
お
う
と
、
本

郷
七
福
会
（
小
野
日
経
平
会
長
、
会
員

4
8
名
）
　
で
は
６
月
2
9
日
、
国
道
３
５
２

号
線
の
七
ス
脂
地
内
側
道
の
花
壇
に
草

花
を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
目
は
、
朝
早
く
か
ら
自
治
会
長

を
け
じ
め
多
数
の
会
員
が
参
加
し
、
花

壇
の
除
草
を
行
っ
た
後
、
線
を
張
っ
て

サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
の

苗
が
き
れ
い
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

土
屋
文
明
氏
の
歌
碑
を
建
立

　
慈
覚
大
師
誕
生
地
壬
生
寺
（
渡
辺
光

喜
住
職
）
に
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
、
土

屋
文
明
氏
が
詠
ん
だ
歌
が
彫
ら
れ
た
歌

碑
が
６
月
1
2
日
、
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

1
7
口
に
同
地
を
訪
れ
た
と
き
に
詠
ま
れ

た
歌
の
う
ち
の
一
首
で
歌
碑
に
は
、
次

の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
文
明
氏
が
昭
和
4
6
年
４
月
　
　
【
牡
】

慈
覚
大
師

　
御
開
扉
過
ぎ
し
壬
生
寺
に

　
　
　
灰
冷
々
と

　
　
　
　
　
大
大
鉢
ふ
た
つ

花
を
植
え
る
会
員
の
み
な
さ
ん

い

ち

ご
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い
ち
ご
狩
リ
を
楽
し
む
睦
作
業
所
生

花で施設を飾る
一

　
至
宝
町
婦
人
会
（
安
生
キ

ク
会
長
）
で
は
、
６
月
８
日

に
町
生
涯
学
習
館
の
花
壇
に

サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
（
安
生
会
長
が
自
宅
で
育

て
た
も
の
）
　
の
苗
を
核
え

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
施
設
を
利
用
す

る
人
に
き
れ
い
な
花
を
見
て

心
和
ん
で
も
ら
お
う
と
、
行

っ
た
も
の
で
す
。

　
睦
作
業
所
生
と
そ
の
ご
両
親
、
職
員

の
2
8
人
が
、
６
月
１
日
、
壬
生
下
馬
本

の
政
策
光
さ
ん
所
有
の
い
ち
ご
ハ
ウ
ス

で
、
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
改
築
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り

昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
日
は

曇
り
気
味
の
天
気
で
し
た
が
、
逆
に
ハ

ウ
ス
内
の
気
温
が
あ
ま
り
上
が
ら
ず
、

時
々
い
ち
ご
を
食
べ
な
が
ら
、
改
築
さ

ん
の
用
意
し
た
箱
一
杯
に
い
ち
ご
を
摘

み
、
快
適
に
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

山
に
ま
だ
雪
の
残
る
を
川
湯
に
は

花
び
ら
浮
き
て
鴬
啼
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

傘
を
待
て
干
物
に
は
向
か
ぬ
と
言
っ

予
報
大
き
な
お
世
話
と
洗
濯
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

夕
立
の
来
そ
う
な
雲
の
ひ
ろ
が
れ
ば

雨
呼
ぶ
蛙
さ
か
ん
に
鴫
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

い
つ
も
な
ら
と
う
に
啼
く
頃
郭
公
を

思
い
つ
つ
ゆ
く
早
苗
田
の
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

　
　
　
　
俳
　
　
句

父
の
忌
や
青
梅
も
つ
と
も
青
い
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
枝

父
と
子
の
表
札
な
ら
び
燕
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

一
入
居
の
庇
に
梅
の
お
つ
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
犬
ゐ
て
梅
落
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
木
八
重
子
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第10回

　　「みぶ文化教室」へのお誘い

　“心の豊かさを求めでをテーマに、第10回「みぶ

文化教室」を開催します。

　ご家族、ご近所お誘い合わせの上、ご聴講くがさる

ようご案内申し上げます。

午後２時～３時３０分

｢一度は考えてみよう　パートナーシップ｣

…男女共生の時代に入り女性がすべきこと

　　　　　　　男性がすべきことは何か…

　TVｷｬｽﾀｰ･ｴｯｾｲｽﾄ　見城　美枝子先生

○会　場

◎聴講料

午後２時～３時３０分

｢シルクロードの話｣

　　　　　　俳　優　中村　敦夫　先生

壬生中央公民館犬ホール

無　料（聴講券が必要です）

聴講券は、８月１日から役場住民課、稲葉

・南犬飼出張所、壬生中央公民館でお渡し

します。

○問合せ先　壬生中央公民館（�８２－０１０８）

新しいまちづくりへの

　ご意見やアイデアを募集しています

　　町では、来るべき２１世紀に対応できるまちづくり

　をめざし、平成８年度から平成17年度までの10年間に

　わたる長期（将来）計画を策定する準備を進めていま

　す。

　　そこで、これからの新しいまちづくりの参考とさせ

　ていただくために、皆さんから将来の「まちづくり」

　へのご意見やアイデアなどを募集いたします。

四⑤匹四回
　　四大
　以上のような事項について、どんなことでも結構で

すので、より良い明日のまちづくりのために、ご意見

やアイデアをお寄せいただきますようお願いいたしま
す。

※ご意見やアイデアは、はがきや手紙で結構です。

　様式や文字数は問いませんので、お気軽にお寄せく

　ださい。

◇期　　限　　８月31日まで

◇提出先　　干321-02壬生町通町12番22号

　問合せ先　　壬生町役場総務部企画財政課

　　　　　　　企画調整孫�82－1234内線210

写真前列右から船越さん、久保田さん、担当官

後列右から稲葉さん、増田さん、福島助役、

早乙女さん

自衛官募集相談具に

　　　　ご相談ください
　自衛官募集相談員に下記の方々が、６月１日付で町長並びに自

衛隊栃木地方連絡部長から委嘱されました。

　自衛官をめざす方、また自衛官について詳細を知りたい方は、

削岩窟募集相談員にご相談ください。

○自衛官募集相談員名簿

氏　名 往　　　所 電話番号
稲葉　富蔵 壬生町本丸2-21-7 ８２－３５２１

増田　芳郎 々　中央町7-11 ８２－０３０５

船越　薬害 々　駅東町９－５ ８２－５３６５

早乙女善明 々　大字安塚884-14 ８６－３０６６

久保田和文 ク　大字七ツ石88-2（勤務先） ８２－２２６１

●
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

●
国
民
年
金
（
８
月
分
）

　
　
　
　
　
　
（
納
期
限
　
８
月
3
1
日
）

　
納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が
大
変

　
込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
納
付
し
ま

「’｀一一－”一－”’

｜

の

宇
都
宮
信
用
金
庫
壬
生
支
店

　
　
　
　
　
　
　
し
ん
き
ん
旅
行
会
様

一一一一一一

百
１
万
３
千
６
２
５
円
③

一一一一

‐
．
‐
合
１
千
９
０
８
円
⑩

一石
３
万
円
①

一一‐
‐
‐
合
１
万
４
干
５
３
７
円
①

‐
‐

壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
竺

-----一一--一一一-----

　　金　　　_＿

５
千
円
③

匿
名
様

粂
川
ひ
さ
様

鈴
木
芳
行
様

一一一一一一一 一一－

寄
付
　
（
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

一一一一一一一一－

「
－
－
―
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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